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第
五
章

戦
後
の
北
海
道
大
学

第
一
節

新
制
北
海
道
大
学
へ
の
改
組
お
よ
び
そ
の
後
の
拡
張

一

新
制
北
海
道
大
学
の
構
想

本
章
で
は
北
大
が
旧
制
か
ら
新
制
に
改
組
さ
れ
そ
の
枠
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
く
戦
後
の
過
程
と
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
始
ま

る
大
学
拡
大
政
策
に
よ
っ
て
急
速
な
拡
張
を
見
る
こ
と
に
な
る
六
〇
年
代
ま
で
を
取
り
扱
う
。
こ
の
際
『
北
大
百
年
史
』
通
説
で
の
時

期
区
分
を
援
用
し
つ
つ
、
前
者
の
時
期
を
「
移
行
期
」、
後
者
を
「
拡
張
期
」
と
す
る
。
両
者
を
分
け
る
五
二
年
度
は
新
制
北
海
道
大

学
と
し
て
制
度
上
の
「
完
成
年
度
」
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
即
座
に
内
容
の
完
成
を
意
味
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
内
容
未
整
備
の
ま
ま

「
移
行
期
」
を
終
え
、
次
の
「
拡
張
期
」
へ
と
突
入
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、
こ
の
時
期
の
実
状
で
あ
る
。

敗
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
戦
後
改
革
の
一
貫
と
し
て
、
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
・
学
制
の
刷
新
な
ど
一
連
の
教
育
改
革
が
行
わ

れ
た
。
新
制
大
学
は
「
学
術
の
中
心
と
し
て
、
広
く
知
識
を
授
け
る
と
と
も
に
、
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授
研
究
し
、
知
的
、
道
徳
的

及
び
応
用
的
能
力
を
展
開
さ
せ
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
文
部
省
の
定
め
た
基
準
に
よ
っ
て
設
置
認
可
が

行
わ
れ
て
い
た
旧
制
大
学
が
こ
の
よ
う
な
改
革
に
対
応
す
る
た
め
に
は
新
し
い
設
置
基
準
が
必
要
と
さ
れ
た
。
連
合
国
軍
総
司
令
部
民

間
情
報
局
指
導
の
も
と
「
大
学
基
準
設
定
に
関
す
る
協
議
会
」
が
組
織
さ
れ
、
一
九
四
七
年
七
月
に
は
「
大
学
基
準
協
会
」
へ
拡
大
し

て
「
大
学
基
準
」
を
決
定
し
た
。
大
学
新
設
に
際
し
て
の
最
低
基
準
で
あ
る
同
基
準
は
、
同
時
に
旧
制
大
学
か
ら
新
制
大
学
へ
の
移
行

に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
新
制
大
学
の
基
本
的
な
構
成
が
明
確
に
さ
れ
た
。
翌
四
八
年
に
は
文
部
大
臣
諮
問
機
関
で
あ
る
大
学

設
置
委
員
会
に
よ
る
設
置
審
査
が
開
始
さ
れ
た
。
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北
海
道
大
学
内
で
は
一
九
四
六
年
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
農
学
部
教
授
川
口
栄
作
、
理
学
部
教
授
松
浦
一
、
同
教
授
堀
内
壽
郎
を
中
心
と

す
る
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
大
学
改
革
に
つ
い
て
の
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
と
く
に
大
学
改
革
に
対
す
る
熱
意
は
理
学
部
に
旺

盛
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
同
年
七
月
に
東
京
で
開
か
れ
た
占
領
軍
と
日
本
の
科
学
者
に
よ
る
科
学
渉
外
連
絡
会
議
で
北
海
道
大

学
の
改
革
検
討
状
況
が
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
翌
四
七
年
三
月
に
は
北
海
道
帝
国
大
学
大
学

制
度
審
議
会
が
発
足
し
た
。
審
議
会
主
催
に
よ
る
一
〇
回
の
講
演
会
を
経
て
、
松
浦
・
堀
内
両
教
授
作
成
に
よ
る『
大
学
制
度
改
革
案
』

が
同
年
九
月
に
印
刷
公
刊
さ
れ
た
。
本
改
革
案
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
学
部
に
お
け
る
授
業
科
目
を
教
養
科
目
と
専
門
科
目
と
に
分
け

る
こ
と
、
学
部
別
に
よ
ら
な
い
大
学
院
構
想
や
教
官
の
定
期
的
資
格
審
査
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
北
海
道
大
学
の
改
革
案
に
と
ど
ま

ら
ず
、
日
本
の
大
学
改
革
の
理
想
図
と
も
い
う
べ
き
斬
新
な
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
審
議
会
に
よ
り
北
海
道
大
学
へ
の
改
称
も

決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
終
え
て
審
議
会
は
同
年
十
月
を
も
っ
て
解
散
し
た
。

大
学
制
度
審
議
会
の
解
散
に
ひ
き
つ
づ
き
、
一
九
四
七
年
十
月
に
は
全
学
的
な
構
成
に
よ
る
大
学
制
度
改
正
実
行
委
員
会
が
発
足
し

た
。
本
委
員
会
で
は
予
科
・
各
専
門
部
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。
翌
四
八
年
一
月
に
は
、
前
述
の
大
学
設
置
委
員
会
発
足
に
対
応

し
て
各
大
学
に
も
大
学
設
置
基
準
対
策
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
北
海
道
大
学
に
設
置
さ
れ
た
新
制
大
学
設
置
基
準
対
策
委
員
会
は
先

の
実
行
委
員
会
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
、「
北
海
道
大
学
設
置
認
可
申
請
書
」
を
同
年
七
月
に
作
成
し
、
評
議
会
の
承
認
を
経
て
同
月
末
に
文

部
省
に
提
出
し
た
。
新
制
北
海
道
大
学
の
構
想
を
、
農
学
部
・
医
学
部
・
工
学
部
・
理
学
部
・
文
学
部
・
法
学
部
・
経
済
学
部
・
教
育

学
部
・
水
産
学
部
・
低
温
科
学
研
究
所
・
触
媒
研
究
所
・
応
用
電
気
研
究
所
と
す
る
こ
と
と
、
教
養
課
程
の
組
織
編
成
の
審
議
、
旧
制

予
科
・
農
林
専
門
部
の
合
併
吸
収
な
ど
が
申
請
書
の
内
容
で
あ
っ
た
。
同
年
十
月
末
の
大
学
設
置
委
員
会
委
員
に
よ
る
視
察
を
経
て
、

四
九
年
度
か
ら
の
新
制
北
海
道
大
学
発
足
が
決
定
し
た
。

ま
た
、
対
策
委
員
会
で
は
教
養
課
程
の
編
成
が
中
心
的
議
題
と
な
り
、「
教
養
学
科
」
担
当
教
官
の
所
属
を
法
文
学
部
・
理
学
部
と

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
教
官
銓
衡
に
つ
い
て
は
研
究
業
績
を
重
視
し
た
「
厳
選
方
針
」
を
と
る
こ
と
が
、
教
育
歴
重
視
を
主
張
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す
る
派
を
抑
え
て
決
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
少
な
か
ら
ぬ
予
科
教
官
が
研
究
業
績
の
不
足
を
理
由
に
銓
衡
か
ら
も
れ
る
こ
と
と
な
り
、
六

三
名
中
二
一
名
が
北
海
道
大
学
を
去
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
四
九
年
一
月
に
は
「
教
養
学
科
」
発
足
の
た
め
の
「
教
養
科
に
関
す
る

特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
開
講
準
備
に
あ
た
っ
た
。

二

新
制
北
海
道
大
学
の
誕
生

一
九
四
九
年
五
月
三
十
一
日
、
国
立
学
校
設
置
法
に
よ
り
旧
制
北
海
道
大
学
・
予
科
・
附
属
農
林
専
門
部
・
附
属
医
学
専
門
部
・
函

館
水
産
専
門
学
校
を
包
括
し
た
、
新
制
北
海
道
大
学
が
設
置
さ
れ
た
。
新
制
北
海
道
大
学
は
、
法
文
学
部
（
哲
学
科
・
史
学
科
・
文
学

科
・
法
律
学
科
・
政
治
学
科
・
経
済
学
科
の
計
六
学
科
）・
教
育
学
部
（
教
育
学
科
の
一
学
科
）・
理
学
部
（
数
学
科
・
物
理
学
科
・
化

学
科
・
地
質
学
鉱
物
学
科
・
生
物
学
科
の
計
五
学
科
）・
医
学
部
・
工
学
部
（
土
木
工
学
科
・
鉱
山
工
学
科
・
機
械
工
学
科
・
応
用
化

学
科
・
生
産
冶
金
工
学
科
・
電
気
工
学
科
・
建
築
工
学
科
の
計
七
学
科
）・
農
学
部
（
農
学
科
・
農
業
経
済
学
科
・
農
業
生
物
学
科
・

農
業
化
学
科
・
林
学
科
・
林
産
学
科
・
畜
産
学
科
第
一
部
・
同
第
二
部
・
農
業
物
理
学
科
の
計
九
学
科
）・
水
産
学
部
（
水
産
増
殖
学

科
・
水
産
製
造
学
科
・
漁
業
学
科
・
遠
洋
漁
業
学
科
の
計
四
学
科
）
の
七
学
部
と
、
低
温
科
学
研
究
所
・
応
用
電
気
研
究
所
・
触
媒
研

究
所
の
三
研
究
所
お
よ
び
附
属
図
書
館
と
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
教
育
学
部
・
水
産
学
部
は
新
設
で
あ
る
。
ま
た

新
制
北
海
道
大
学
の
学
長
は
旧
制
時
代
か
ら
引
き
続
い
て
伊
藤
誠
哉
が
任
命
さ
れ
た
。
第
一
期
・
第
二
期
に
分
け
ら
れ
た
新
制
国
立
大

学
入
学
試
験
で
は
一
期
校
と
な
り
、
四
九
年
六
月
の
試
験
の
合
格
者
に
旧
制
予
科
・
農
林
専
門
部
か
ら
の
編
入
者
を
あ
わ
せ
た
一
〇
一

四
人
を
迎
え
て
、
新
制
第
一
回
入
学
式
が
同
年
七
月
二
十
八
日
に
札
幌
と
函
館
で
同
時
に
行
わ
れ
た
。

発
足
当
初
の
教
養
課
程
に
は
「
教
養
学
科
」
の
名
称
が
つ
け
ら
れ
、
札
幌
に
置
か
れ
た
文
系
学
部
進
学
予
定
者
の
「
文
類
」・
理
系

学
部
進
学
予
定
者
の
「
理
類
」
と
、
函
館
に
置
か
れ
た
水
産
学
部
進
学
予
定
者
の
「
水
産
学
部
」
と
に
三
区
分
さ
れ
た
。
「
教
養
学
科
」

運
営
の
た
め
に
一
九
四
九
年
六
月
に
教
養
学
科
連
絡
委
員
会
を
設
置
し
た
対
策
委
員
会
は
同
年
十
月
で
解
散
し
た
。
そ
の
後
「
教
養
学
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科
」
は
翌
五
〇
年
四
月
に
「
一
般
教
養
科
」
へ
、
さ
ら
に
同
年
七
月
に
学
内
に
設
置
さ
れ
た
「
新
制
大
学
特
別
委
員
会
」
作
成
の
「
新

制
大
学
の
あ
り
方
」
に
従
い
翌
五
一
年
四
月
に
は
「
一
般
教
養
部
」
へ
と
改
称
さ
れ
た
。

一
般
教
養
部
の
機
構
の
特
色
と
し
て
は
以
下
の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
教
養
課
程
の
授
業
担
当
者
全
て
を
い
ず
れ
か
の
学
部
所

属
と
し
た
教
官
組
織
、
第
二
に
「
入
学
後
二
年
間
一
般
教
養
部
に
在
籍
す
る
」
と
い
う
年
限
明
示
に
と
ど
ま
る
学
生
編
成
、
第
三
に
構

成
員
を
「
一
般
教
養
課
程
担
当
の
教
官
（
助
手
を
除
く
）
全
部
」
と
各
学
部
の
「
専
門
教
養
課
程
担
当
教
官
の
代
表
各
三
名
以
下
」
と

し
た
運
営
体
制
と
し
て
の
教
官
会
議
、
第
四
に
各
学
部
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
の
中
か
ら
評
議
会
に
よ
り
選
考
さ
れ
る
一
般
教
養
部

長
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
教
養
課
程
に
関
す
る
「
北
大
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
特
色
あ
る
運
営
方
式
で
あ
り
、
そ
の
後
長
く
継

承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
般
教
養
学
部
長
に
は
一
九
五
一
年
四
月
六
日
付
で
市
川
純
彦
が
任
命
さ
れ
た
。

三

包
括
学
校
の
終
焉

以
上
の
新
制
へ
の
移
行
と
並
行
し
て
、
新
制
北
海
道
大
学
に
包
括
さ
れ
る
各
学
校
で
の
最
後
の
卒
業
式
が
一
九
五
〇
年
三
月
（
函
館

水
産
専
門
学
校
は
五
一
年
三
月
と
五
二
年
十
二
月
）
に
行
わ
れ
、
つ
い
で
同
月
末
日
に
予
科
・
医
学
専
門
部
、
翌
五
一
年
三
月
三
十
一

日
に
農
林
専
門
部
、
五
四
年
三
月
三
十
一
日
に
は
函
館
水
産
専
門
学
校
の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
さ
れ
た
。
農
専
の
教
員
は
弘
前
大
学
農

学
部
へ
と
移
り
、
医
専
は
北
海
道
立
女
子
医
学
専
門
学
校
と
合
併
し
北
海
道
立
医
科
大
学
（
の
ち
の
札
幌
医
科
大
学
）
を
構
成
す
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
土
木
専
門
部
は
四
九
年
三
月
二
十
五
日
に
廃
止
さ
れ
、
室
蘭
工
業
専
門
学
校
と
合
併
し
て
室
蘭
工
業
大
学
と
な
っ
た
。

ま
た
、
看
護
婦
・
助
産
婦
養
成
を
目
的
と
し
た
一
九
四
八
年
の
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
、
お
よ
び
四
九
年
の
保
健
婦
助
産
婦
看
護

婦
学
校
養
成
所
指
定
規
則
に
基
づ
い
て
、
戦
前
来
の
看
護
法
講
習
科
を
引
き
継
ぐ
厚
生
女
学
部
が
五
〇
年
四
月
十
七
日
に
甲
種
看
護
婦

学
校
と
し
て
指
定
さ
れ
、
五
一
年
四
月
一
日
に
医
学
部
附
属
看
護
学
校
へ
改
組
さ
れ
た
。
翌
五
二
年
四
月
一
日
に
は
戦
前
来
の
産
婆
養

成
所
・
助
産
婦
養
成
所
を
継
承
す
る
、
医
学
部
附
属
助
産
婦
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。
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四

「
移
行
期
」
に
お
け
る
学
部
拡
充

「
移
行
期
」
の
拡
充
を
象
徴
す
る
の
は
北
海
道
大
学
に
初
め
て
設
置
さ
れ
る
文
系
諸
学
部
を
中
心
と
す
る
学
部
新
設
で
あ
る
。
一
九

四
八
年
の
「
設
置
認
可
申
請
書
」
提
出
後
、
北
海
道
内
既
存
の
師
範
学
校
と
の
合
併
に
よ
る
教
育
学
部
創
設
が
構
想
さ
れ
た
も
の
の
結

局
合
意
に
達
せ
ず
、
新
た
な
学
部
構
想
に
よ
る
改
正
認
可
申
請
書
が
翌
四
九
年
に
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
構
想
案
は
大
幅
に
縮
小

さ
れ
た
。
教
育
学
科
一
学
科
八
講
座
の
み
の
認
可
に
と
ど
ま
る
か
た
ち
で
教
育
学
部
が
設
置
さ
れ
、
四
九
年
か
ら
五
六
年
に
か
け
て
こ

の
八
講
座
が
完
成
し
た
。
設
置
当
初
の
教
育
学
部
長
に
は
四
九
年
七
月
三
十
一
日
付
で
法
文
学
部
長
伊
藤
吉
之
助
が
就
き
、
つ
い
で
五

一
年
六
月
一
日
付
で
城
戸
幡
太
郎
が
就
任
し
た
。

水
産
学
部
の
設
置
に
関
し
て
は
、
前
述
「
設
置
認
可
申
請
書
」
で
の
構
想
の
他
、
農
学
部
水
産
学
科
の
増
設
申
請
お
よ
び
そ
の
札
幌

存
置
論
、
ま
た
函
館
水
産
専
門
学
校
の
単
科
大
学
独
立
論
な
ど
種
々
の
構
想
が
存
在
し
た
。
一
九
四
九
年
一
月
に
北
海
道
大
学
と
函
館

水
産
専
門
学
校
間
で
合
併
合
意
が
成
立
し
、
水
産
増
殖
学
科
七
講
座
・
水
産
製
造
学
科
八
講
座
・
漁
業
学
科
六
講
座
・
遠
洋
漁
業
学
科

六
講
座
の
構
想
案
が
た
て
ら
れ
た
。
同
年
五
月
に
ほ
ぼ
構
想
案
通
り
の
設
置
が
決
ま
り
、
四
九
年
七
月
四
日
付
で
水
産
学
部
長
事
務
取

扱
に
就
任
し
て
い
た
武
田
志
麻
之
輔
が
同
年
十
一
月
二
十
六
日
付
で
水
産
学
部
長
に
任
命
さ
れ
た
。
国
立
総
合
大
学
に
お
い
て
水
産
学

部
が
設
置
さ
れ
た
の
は
北
海
道
大
学
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

「
設
置
認
可
申
請
書
」
で
示
さ
れ
た
、
文
学
部
・
法
学
部
・
経
済
学
部
へ
の
文
系
学
部
三
分
化
案
に
対
し
て
文
部
省
は
二
学
部
案
を

示
し
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
申
請
書
が
変
更
さ
れ
、
新
制
大
学
移
行
初
年
度
に
は
法
文
学
部
の
ま
ま
で
の
認
可
と
な
り
、
翌
一
九
五
〇

年
四
月
一
日
に
、
文
学
部
（
哲
学
科
一
〇
講
座
・
史
学
科
五
講
座
・
文
学
科
五
講
座
）
と
法
経
学
部
（
法
律
学
科
一
二
講
座
・
政
治
学

科
一
講
座
・
経
済
学
科
五
講
座
）
と
に
分
離
し
た
。
文
学
部
長
に
は
伊
藤
吉
之
助
が
、
法
経
学
部
長
に
は
菊
井
維
大
が
そ
れ
ぞ
れ
同
日

付
で
任
命
さ
れ
た
。
そ
の
後
他
の
旧
帝
国
大
学
で
文
系
学
部
が
三
分
化
さ
れ
る
動
き
を
受
け
て
、
北
海
道
大
学
も
五
一
年
十
月
に
法
経

学
部
の
分
離
申
請
を
行
っ
た
。
し
か
し
経
済
学
部
を
独
立
さ
せ
る
た
め
に
は
さ
ら
に
三
講
座
を
増
設
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
法

105 第五章 戦後の北海道大学



学
部
関
係
の
教
官
定
員
充
足
率
の
低
さ
が
障
碍
と
な
っ
て
困
難
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
経
済
学
科
の
既
設
五
講
座
に
農
学
部
農
業

経
済
学
科
か
ら
の
移
設
二
講
座
（
植
民
学
・
経
済
学
財
政
学
）
と
新
設
一
講
座
と
を
加
え
た
八
講
座
か
ら
な
る
経
済
学
部
が
構
想
さ
れ

た
。
ま
た
法
学
部
関
係
も
東
大
教
官
の
兼
任
に
よ
る
充
足
率
の
向
上
が
は
か
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
五
三
年
八
月
一
日
、
法
学
部（
法

律
学
科
一
三
講
座
）・
経
済
学
部
（
経
済
学
科
八
講
座
）
の
分
離
が
認
可
さ
れ
た
。
法
学
部
長
に
は
菊
井
維
大
が
、
経
済
学
部
長
に
は

山
口
和
雄
が
同
日
付
で
任
命
さ
れ
た
。

獣
医
学
部
の
設
置
は
、
農
学
部
獣
医
学
科
か
ら
獣
医
学
七
講
座
を
分
離
独
立
さ
せ
る
か
た
ち
で
実
現
し
た
。
既
に
新
制
移
行
直
後
の

一
九
四
九
年
に
農
学
部
教
授
会
で
獣
医
学
講
座
分
離
の
方
針
が
決
定
さ
れ
、
五
一
年
に
は
北
海
道
大
学
獣
医
学
部
設
置
期
成
会
が
結
成

さ
れ
て
い
た
。
獣
医
学
部
は
五
二
年
四
月
一
日
に
七
講
座
で
発
足
し
、
五
五
年
ま
で
に
合
計
一
一
講
座
に
拡
大
し
た
。
初
代
学
部
長
に

は
五
二
年
四
月
一
日
付
で
黒
澤
亮
助
が
就
い
た
。
獣
医
学
部
の
設
置
は
こ
れ
が
日
本
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。
農
学
部
獣
医
学
科
は
学

年
進
行
に
よ
り
漸
次
縮
小
し
、
五
四
年
四
月
一
日
に
す
べ
て
獣
医
学
部
に
吸
収
さ
れ
た
。
家
畜
病
院
は
五
三
年
八
月
一
日
に
獣
医
学
部

に
移
管
さ
れ
附
属
研
究
施
設
と
し
て
官
制
化
さ
れ
た
。

以
上
の
学
部
新
設
の
動
き
と
並
行
し
て
、
既
存
の
理
系
学
部
で
も
増
設
が
行
わ
れ
た
。
理
学
部
で
は
一
九
五
三
年
四
月
一
日
に
地
球

物
理
学
科
が
一
講
座
の
み
で
発
足
し
、
五
六
年
ま
で
四
講
座
に
増
設
さ
れ
た
。
五
二
年
四
月
一
日
に
は
理
学
部
附
属
研
究
施
設
と
し
て

海
草
研
究
施
設
が
官
制
化
さ
れ
た
。

医
学
部
で
は
一
九
五
四
年
四
月
一
日
に
薬
学
科
が
一
講
座
で
の
み
で
設
置
さ
れ
、
五
八
年
ま
で
に
七
講
座
に
増
設
さ
れ
た
。

工
学
部
で
は
一
九
五
四
年
四
月
、
土
木
工
学
科
に
衛
生
工
学
第
一
講
座
が
増
設
さ
れ
た
。
同
講
座
は
五
七
年
の
衛
生
工
学
科
新
設
の

際
に
同
学
科
に
吸
収
さ
れ
た
。

農
学
部
で
は
新
制
発
足
時
に
林
産
学
科
が
増
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
林
学
科
の
二
講
座
が
分
離
し
て
一
学
科
と
し
て
改
組
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
一
方
で
学
部
新
設
に
伴
い
農
学
部
か
ら
多
数
の
学
科
移
設
が
行
わ
れ
た
。
水
産
学
科
は
水
産
学
部
新
設
に
と
も
な
っ
て
移
設
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さ
れ
、
学
年
進
行
に
よ
り
一
九
五
三
年
三
月
に
廃
止
さ
れ
た
。
獣
医
学
科
は
五
四
年
四
月
一
日
に
新
設
の
獣
医
学
部
に
吸
収
さ
れ
た
。

農
業
経
済
学
科
の
二
講
座
は
経
済
学
部
新
設
に
と
も
な
い
五
三
年
八
月
に
移
設
さ
れ
た
。
新
制
移
行
に
際
し
て
の
各
学
部
新
設
は
ま
さ

に
農
学
部
の
献
身
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
農
林
省
新
冠
種
畜
牧
場
の
一
部
保
管
転
換
に
よ
り
、
附
属
研
究

施
設
と
し
て
附
属
牧
場
が
五
三
年
八
月
一
日
に
設
置
さ
れ
た
。

一
九
五
三
年
三
月
二
十
四
日
に
旧
制
北
海
道
大
学
の
最
後
の
卒
業
式
が
、
翌
二
十
五
日
に
は
札
幌
で
、
二
十
八
日
に
は
函
館
で
そ
れ

ぞ
れ
新
制
第
一
回
卒
業
式
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
旧
制
北
海
道
大
学
の
終
焉
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
制
北
海
道
大
学
の
制
度
上
に
お

け
る
「
完
成
年
度
」
の
終
了
と
い
う
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

五

「
拡
張
期
」
に
お
け
る
学
部
拡
充

一
九
五
六
年
十
月
二
十
二
日
に
「
大
学
設
置
基
準
」
が
文
部
省
に
よ
っ
て
直
接
制
定
さ
れ
た
。
従
来
の
「
大
学
基
準
」
に
か
わ
る
同

「
設
置
基
準
」
は
戦
後
大
学
政
策
上
一
つ
の
画
期
を
な
す
内
容
を
も
っ
て
い
た
。
特
に
「
教
育
研
究
上
」
必
要
な
組
織
で
あ
る
講
座
制

と
「
教
育
上
」
必
要
な
組
織
で
あ
る
学
科
目
制
と
の
区
分
を
確
定
し
た
こ
と
は
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。
北
海
道
大
学
で
は
ほ
と
ん
ど

の
専
門
課
程
が
講
座
制
で
あ
り
、
学
科
目
制
は
専
門
課
程
の
水
産
学
部
漁
業
学
科
、
遠
洋
漁
業
学
科
と
教
養
課
程
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
水
産
学
部
の
両
学
科
は
六
六
年
の
漁
業
学
科
へ
の
改
組
に
あ
た
っ
て
講
座
制
と
な
り
、
教
養
課
程
の
み
が
学
科
目
制
を
と
る
こ

と
に
な
っ
た
。

一
九
五
七
年
七
月
に
一
般
教
養
部
か
ら
教
養
部
へ
の
改
称
が
評
議
会
で
決
定
さ
れ
、
通
則
も
一
部
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
課
程

の
呼
称
も
「
一
般
教
育
課
程
」
と
「
専
門
課
程
」
へ
と
改
称
さ
れ
、
教
養
課
程
も
「
一
般
教
育
課
程
」
と
「
医
学
進
学
課
程
」
の
二
本

立
て
と
な
り
、
そ
れ
を
一
般
教
養
部
が
行
う
と
さ
れ
た
。
教
養
部
の
学
生
編
成
も
文
類
・
理
類
・
水
産
類
・
医
学
進
学
課
程
の
三
類
一

課
程
に
変
更
さ
れ
た
。
な
お
医
進
は
五
五
〜
五
七
年
度
ま
で
は
北
海
道
大
学
医
学
部
と
札
幌
医
科
大
学
の
学
生
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
、
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五
八
年
度
か
ら
は
北
海
道
大
学
医
学
部
単
独
に
な
っ
た
。
六
七
年
度
か
ら
は
歯
学
部
新
設
に
と
も
な
い
歯
学
進
学
課
程
も
設
置
さ
れ
た
。

戦
後
日
本
の
科
学
技
術
教
育
の
立
ち
後
れ
を
意
識
し
た
産
業
界
の
要
請
を
背
景
に
、
一
九
五
七
年
十
一
月
に
中
央
教
育
審
議
会
答
申

「
科
学
技
術
教
育
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
」
が
出
さ
れ
、
同
年
十
二
月
に
は
政
府
の
理
工
系
学
生
定
員
八
〇
〇
〇
人
増
募
計
画
が
決
定

さ
れ
た
。
同
計
画
は
そ
の
後
六
三
年
度
ま
で
の
約
二
万
八
〇
〇
〇
人
増
募
計
画
へ
と
拡
大
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
増
募
計
画
の
終
了
に

ひ
き
続
き
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
影
響
に
よ
る
学
生
急
増
対
策
と
し
て
の
入
学
定
員
増
が
六
五
〜
六
八
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
計
画
・
定
員
増
は
い
ず
れ
も
、
国
立
大
学
の
学
部
・
学
科
の
増
設
・
拡
充
で
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
北
海
道
大

学
で
は
、
五
七
年
の
工
学
部
衛
生
工
学
科
、
五
八
年
の
工
学
部
精
密
工
学
科
、
五
九
年
の
理
学
部
高
分
子
学
科
、
六
〇
年
の
工
学
部
電

子
工
学
科
・
合
成
化
学
工
学
科
、
六
三
年
の
理
学
部
化
学
第
二
学
科
、
六
四
年
の
工
学
部
応
用
物
理
学
科
、
水
産
学
部
水
産
食
品
学
科
・

水
産
化
学
科
、
六
五
年
の
薬
学
部
、
六
六
年
の
経
済
学
部
経
営
学
科
、
水
産
学
部
漁
業
学
科
、
六
七
年
の
工
学
部
原
子
工
学
科
、
歯
学

部
の
新
・
増
設
が
こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
た
。
総
じ
て
北
海
道
大
学
で
は
理
工
系
学
生
増
募
期
に
は
既
存
学
科
の
拡
充
が
、
学
生
急
募

対
策
期
に
は
学
部
増
設
が
行
わ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
時
期
を
「
拡
張
期
」
と
位
置
づ
け
る
所
以
で
あ
る
。

一
九
六
五
年
四
月
に
医
学
部
薬
学
科
七
講
座
（
薬
化
学
・
薬
品
分
析
化
学
・
生
薬
化
学
・
薬
品
製
造
学
・
衛
生
化
学
・
薬
剤
学
・
薬

効
学
）
が
配
置
換
え
さ
れ
、
薬
学
部
が
設
置
さ
れ
た
。
翌
年
か
ら
六
八
年
に
か
け
て
さ
ら
に
製
薬
化
学
科
六
講
座
が
新
設
さ
れ
た
（
薬

品
合
成
化
学
・
薬
品
有
機
化
学
・
微
生
物
薬
品
化
学
・
薬
品
生
物
化
学
・
植
物
薬
品
化
学
・
薬
品
物
理
化
学
）。
六
五
年
四
月
一
日
付

で
安
倍
三
史
医
学
部
長
が
薬
学
部
事
務
取
扱
を
併
任
し
、
六
六
年
五
月
一
日
付
で
赤
木
滿
洲
雄
が
初
代
学
部
長
に
就
い
た
。

道
内
で
の
熱
心
な
歯
学
部
設
置
運
動
の
末
、
一
九
六
七
年
六
月
一
日
に
歯
学
部
の
新
設
が
実
現
し
、
同
時
に
附
属
病
院
も
設
置
さ
れ

た
。
以
後
七
一
年
ま
で
に
合
計
一
五
講
座
が
設
置
さ
れ
た
。
歯
学
部
長
事
務
取
扱
に
は
医
学
部
長
が
、
附
属
病
院
長
に
富
田
喜
内
が
六

七
年
六
月
一
日
付
で
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
、
六
九
年
四
月
一
日
付
で
中
村
治
雄
が
初
代
学
部
長
に
就
任
し
た
。
ま
た
学
部
設
置
と
同
時

に
教
養
部
に
歯
学
進
学
課
程
が
新
設
さ
れ
た
。
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理
学
部
で
は
一
九
五
六
年
で
の
六
学
科
三
〇
講
座
か
ら
六
九
年
五
月
で
八
学
科
四
七
講
座
へ
と
増
加
し
た
。
こ
れ
は
五
九
年
四
月
一

日
の
高
分
子
学
科
、
六
三
年
四
月
一
日
の
化
学
第
二
学
科
の
新
設
の
ほ
か
、
既
設
学
科
の
拡
充
に
よ
る
。
ま
た
附
属
研
究
施
設
と
し
て

六
六
年
四
月
五
日
に
浦
河
地
震
観
測
所
が
、
六
九
年
六
月
十
一
日
に
は
動
物
染
色
体
研
究
施
設
が
設
置
さ
れ
た
。

工
学
部
で
は
一
九
五
六
年
で
の
七
学
科
四
二
講
座
か
ら
七
〇
年
四
月
に
は
一
四
学
科
一
〇
四
講
座
へ
増
加
し
た
。
五
七
年
四
月
一
日

の
衛
生
工
学
科
、
五
八
年
四
月
一
日
の
精
密
工
学
科
、
六
〇
年
四
月
一
日
の
電
子
工
学
科
・
合
成
化
学
科
、
六
二
年
四
月
一
日
の
機
械

工
学
第
二
学
科
、
六
四
年
四
月
一
日
の
応
用
物
理
学
科
、
六
七
年
四
月
一
日
の
原
子
工
学
科
の
そ
れ
ぞ
れ
の
新
設
と
既
設
学
科
の
拡
充

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
附
属
研
究
施
設
と
し
て
五
八
年
四
月
一
日
に
金
属
化
学
研
究
施
設
が
設
置
さ
れ
、
六
五
年
に
は
高
温
化

学
部
門
が
増
設
さ
れ
た
。

医
学
部
で
は
一
九
五
五
年
七
月
で
の
医
学
科
二
六
講
座
・
薬
学
科
三
講
座
か
ら
六
八
年
六
月
に
は
医
学
科
三
〇
講
座
に
な
っ
た
。
薬

学
科
の
配
置
換
え
と
公
衆
衛
生
学
講
座
（
五
六
年
四
月
）・
麻
酔
学
講
座
（
六
〇
年
四
月
）・
生
化
学
第
二
講
座
（
六
三
年
四
月
）・
脳

神
経
外
科
学
講
座
（
六
五
年
四
月
）
の
増
設
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
附
属
研
究
施
設
と
し
て
五
六
年
四
月
一
日
に
附
属
温
泉
治

療
施
設
が
、
六
二
年
六
月
二
十
日
に
は
附
属
癌
免
疫
研
究
所
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
後
者
は
ウ
ィ
ル
ス
部
門
の
増
設
に
よ
り
六
七

年
に
癌
研
究
施
設
へ
と
改
称
さ
れ
、
七
一
年
に
は
生
化
学
部
門
が
増
設
さ
れ
た
。

農
学
部
で
は
一
九
五
五
年
七
月
の
八
学
科
三
二
講
座
か
ら
六
八
年
六
月
に
は
八
学
科
四
二
講
座
と
な
っ
た
。
附
属
研
究
施
設
と
し
て

六
四
年
四
月
一
日
に
酪
農
科
学
研
究
施
設
が
設
置
さ
れ
、
七
五
年
に
は
物
流
技
術
部
門
が
増
設
さ
れ
た
。

水
産
学
部
は
一
九
五
五
年
七
月
の
四
学
科
一
五
講
座
一
二
学
科
目
一
課
程
か
ら
六
八
年
六
月
に
は
四
学
科
二
八
講
座
一
課
程
へ
増
加

し
た
。
六
四
年
四
月
一
日
の
水
産
製
造
学
科
の
水
産
食
品
学
科
・
水
産
化
学
科
へ
の
改
組
、
六
六
年
四
月
五
日
の
漁
業
学
科
と
遠
洋
漁

業
学
科
の
漁
業
学
科
へ
の
一
体
化
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
従
来
学
科
目
制
で
あ
っ
た
も
の
が
、
修
士
講
座
に
変
更
さ
れ
、
七
二

年
ま
で
に
全
て
博
士
講
座
と
な
っ
た
。
ま
た
海
洋
学
講
座
・
気
象
学
講
座
は
漁
業
学
科
に
、
漁
法
物
理
学
講
座
は
北
洋
水
産
研
究
施
設
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の
海
洋
部
門
へ
と
配
置
換
え
に
な
っ
た
。
五
四
年
に
新
設
さ
れ
た
水
産
教
員
養
成
課
程
は
形
式
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
実
質
的
に
課

程
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
附
属
研
究
施
設
と
し
て
六
三
年
四
月
一
日
に
北
洋
水
産
研
究
施
設
が
設
置
さ
れ
、
六
六
年
四
月
に
海

洋
部
門
が
増
設
さ
れ
た
。

文
学
部
は
一
九
五
五
年
七
月
の
三
学
科
二
〇
講
座
か
ら
六
八
年
六
月
で
三
学
科
二
四
講
座
へ
と
増
え
た
。
附
属
研
究
施
設
と
し
て
、

戦
前
来
の
北
方
文
化
研
究
室
と
六
四
年
七
月
に
学
内
措
置
で
設
置
さ
れ
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
研
究
室
と
が
併
合
し
、
そ
れ
を
継
承
す
る

も
の
と
し
て
六
六
年
四
月
五
日
に
北
方
文
化
研
究
施
設
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
際
北
方
文
化
研
究
室
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
が
附
属
図

書
館
へ
移
管
さ
れ
、
六
七
年
七
月
に
同
図
書
館
北
方
資
料
室
が
開
室
さ
れ
た
。

教
育
学
部
で
は
一
九
五
五
年
七
月
の
七
講
座
か
ら
六
六
年
四
月
で
九
講
座
へ
と
増
え
た
。
附
属
研
究
施
設
と
し
て
五
九
年
四
月
一
日

に
産
業
教
育
計
画
研
究
施
設
が
設
置
さ
れ
た
。

法
学
部
は
一
九
五
五
年
七
月
の
一
三
講
座
か
ら
六
八
年
に
は
一
九
講
座
へ
増
え
た
。

経
済
学
部
は
一
九
五
五
年
八
月
の
経
済
学
科
八
講
座
か
ら
、
六
八
年
六
月
に
は
経
済
学
科
九
講
座
と
新
設
の
経
営
学
科
六
講
座
と
に

拡
充
さ
れ
た
。

「
拡
張
期
」
に
は
学
部
と
は
別
の
教
育
組
織
も
学
内
に
新
設
さ
れ
た
。
一
九
六
一
年
五
月
十
九
日
、
電
気
工
学
科
・
機
械
工
学
科
・

工
業
化
学
科
の
三
学
科
か
ら
な
る
工
業
教
員
養
成
所
が
学
内
に
付
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
高
等
学
校
工
業
科
目
担
当
教
員
の
養
成
を
目
的

と
す
る
施
設
で
あ
っ
た
。
六
九
年
三
月
に
延
べ
五
九
七
人
の
卒
業
生
を
出
し
て
閉
鎖
さ
れ
た
。

一
九
五
一
年
四
月
一
日
に
医
学
部
附
属
学
校
と
し
て
、
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
学
校
が
置
か
れ
た
。
さ
ら
に
六
六
年
四
月
十
五
日
に

は
専
攻
科
も
併
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
診
断
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
法
の
改
正
に
伴
い
、
六
九
年
四
月
一
日
に
診
療
放
射
線
技
師
学
校
に
再
編

成
さ
れ
た
。
六
六
年
四
月
一
日
に
は
医
学
部
附
属
衛
生
検
査
技
師
学
校
が
設
置
さ
れ
、
七
二
年
四
月
一
日
に
臨
床
検
査
技
師
学
校
に
再

編
成
さ
れ
た
。
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六

大
学
院
の
改
組
・
拡
張
状
況

学
部
に
お
け
る
新
制
移
行
は
そ
の
ま
ま
大
学
全
体
の
移
行
と
は
い
え
な
い
。
大
学
院
の
移
行
が
続
け
て
実
施
さ
れ
て
い
く
か
ら
で
あ

る
。
新
制
大
学
院
は
「
学
術
の
理
論
及
び
応
用
を
教
授
研
究
し
、
そ
の
深
奥
を
き
わ
め
て
、
文
化
の
進
展
に
寄
与
す
る
」
も
の
と
位
置

づ
け
ら
れ
た
。

北
大
の
旧
制
大
学
院
は
一
九
五
三
年
度
で
学
生
募
集
を
停
止
し
、
五
七
年
度
中
に
は
在
籍
者
が
皆
無
と
な
っ
た
。
こ
の
時
点
を
も
っ

て
北
大
に
お
け
る
旧
制
大
学
院
の
廃
止
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
医
学
部
の
み
停
止
・
廃
止
と
も
そ
れ
ぞ
れ
一
年
遅
れ
た
。

新
制
大
学
院
の
構
想
は
、
一
九
五
一
年
十
月
十
三
日
付
で
発
足
し
た
北
海
道
大
学
大
学
院
設
置
準
備
委
員
会
が
、
五
二
年
二
月
十
三

日
付
で
「
北
海
道
大
学
大
学
院
に
関
す
る
要
項
案
」
と
し
て
ま
と
め
た
。
本
要
項
案
で
は
、
学
内
で
の
改
革
案
論
議
の
初
期
に
あ
っ
た
、

学
部
の
区
分
に
と
ら
わ
れ
な
い
研
究
科
構
想
か
ら
は
か
け
離
れ
、
学
部
別
の
区
分
に
よ
る
研
究
科
の
構
想
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。

同
年
十
一
月
に
ほ
ぼ
本
要
項
案
ど
お
り
の
「
北
海
道
大
学
大
学
院
設
置
認
可
申
請
書
」
が
提
出
さ
れ
、
翌
五
三
年
三
月
三
十
一
日
に
公

布
さ
れ
た
、
国
立
大
学
の
大
学
院
に
置
く
研
究
科
の
名
称
及
び
課
程
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
五
一
号
）、
及
び
五
月
十
三
日
の
文
部

省
告
示
第
四
一
号
と
に
よ
っ
て
、
北
海
道
大
学
に
は
以
下
の
九
研
究
科
・
三
五
専
攻
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
（﹇
修
﹈
を
付
し

た
専
攻
は
修
士
課
程
の
み
の
設
置
を
意
味
す
る
）。

文
学
研
究
科
（
哲
学
・
東
洋
哲
学
・
心
理
学
・
社
会
学
﹇
修
﹈・
史
学
・
英
米
文
学
・
国
文
学
）、
教
育
学
研
究
科
（
教
育
学
・
教

育
制
度
）、
法
学
研
究
科
（
民
事
法
﹇
修
﹈）、
経
済
学
研
究
科
（
経
済
政
策
﹇
修
﹈）、
理
学
研
究
科
（
数
学
・
物
理
学
・
化
学
・

地
質
学
鉱
物
学
・
植
物
学
・
動
物
学
）、
工
学
研
究
科
（
土
木
工
学
・
鉱
山
工
学
・
機
械
工
学
﹇
修
﹈・
電
気
工
学
・
応
用
化
学
・

冶
金
工
学
・
建
築
工
学
）、
農
学
研
究
科
（
農
学
・
農
業
経
済
学
・
農
業
生
物
学
・
農
芸
化
学
・
畜
産
学
・
農
業
工
学
・
林
学
・

林
産
学
）、
獣
医
学
研
究
科
（
予
防
治
療
学
・
形
態
機
能
学
）、
水
産
学
研
究
科
（
水
産
学
）

一
九
五
五
年
八
月
三
日
に
は
研
究
科
の
変
更
の
告
示
に
よ
り
、
文
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
、
法
学
研
究
科
民
事
法
専
攻
、
経
済
学
研
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究
科
経
済
政
策
専
攻
、
工
学
研
究
科
機
械
工
学
専
攻
に
も
そ
れ
ぞ
れ
博
士
課
程
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
が
国
史

学
・
東
洋
史
学
・
西
洋
史
学
に
分
離
さ
れ
、
医
学
研
究
科
（
生
理
系
・
病
理
系
・
社
会
医
学
系
・
内
科
系
・
外
科
系
）
も
設
置
さ
れ
た
。

「
北
海
道
大
学
大
学
院
通
則
」
は
一
九
五
四
年
三
月
十
七
日
付
で
公
布
さ
れ
、
五
三
年
四
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
施
行
さ
れ
た
。

各
研
究
科
に
は
学
部
教
授
会
と
は
別
に
研
究
科
長
・
研
究
科
委
員
会
が
お
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
北
海
道
大
学
の
新
制
大
学
院
は
学
部

の
区
分
に
対
応
す
る
か
た
ち
を
と
っ
た
。

新
制
の
「
北
海
道
大
学
学
位
規
程
」
は
、
一
九
五
八
年
九
月
十
日
に
制
定
さ
れ
、
同
年
三
月
二
十
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
施
行
さ
れ
た
。

新
制
の
学
位
制
度
の
大
き
な
特
徴
は
、
修
士
と
博
士
と
を
設
け
た
こ
と
に
あ
る
。
北
海
道
大
学
で
は
五
五
年
三
月
に
最
初
の
修
士
一
〇

三
人
が
出
て
、
五
八
年
九
月
に
は
一
六
人
が
最
初
の
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。
以
上
が
「
移
行
期
」
に
お
け
る
大
学
院
の
状
況

で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
大
学
院
と
は
別
に
、
大
学
卒
業
者
が
進
学
す
る
課
程
と
し
て
、
学
部
に
付
設
さ
れ
る
専
攻
科
も
つ
く
ら
れ
た
。
北
海
道
大

学
で
は
水
産
学
部
に
、
一
九
五
三
年
四
月
一
日
に
特
設
専
攻
科
、
五
四
年
四
月
一
日
に
水
産
学
専
攻
科
が
設
置
さ
れ
た
。
六
五
年
度
ま

で
に
五
九
人
の
卒
業
生
を
出
し
て
六
六
年
四
月
一
日
に
廃
止
さ
れ
た
。

「
拡
張
期
」
に
は
学
部
同
様
、
大
学
院
で
も
理
系
を
中
心
と
し
た
増
設
が
行
わ
れ
た
。
一
九
五
七
年
度
に
理
学
研
究
科
地
球
物
理
学

専
攻
、
五
八
年
度
に
法
学
研
究
科
公
法
専
攻
、
薬
学
研
究
科
薬
学
専
攻
、
六
一
年
度
に
工
学
研
究
科
衛
生
工
学
専
攻
、
六
二
年
度
に
工

学
研
究
科
精
密
工
学
専
攻
、
六
三
年
度
に
理
学
研
究
科
高
分
子
学
専
攻
、
六
四
年
度
に
工
学
研
究
科
電
子
工
学
専
攻
・
合
成
化
学
専
攻
、

六
五
年
度
に
文
学
研
究
科
独
文
学
専
攻
・
中
国
文
学
専
攻
、
六
六
年
度
に
工
学
研
究
科
機
械
工
学
第
二
専
攻
、
水
産
学
研
究
科
水
産
増

殖
学
専
攻
・
水
産
化
学
専
攻
・
漁
業
学
専
攻
、
六
七
年
度
に
理
学
研
究
科
化
学
第
二
専
攻
、
六
八
年
度
に
工
学
研
究
科
応
用
物
理
学
専

攻
、
七
一
年
度
に
工
学
研
究
科
原
子
工
学
専
攻
の
増
設
が
実
現
し
た
。
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七

学
内
研
究
施
設
の
状
況

「
移
行
期
」
に
は
学
内
研
究
施
設
も
新
設
さ
れ
た
。
敗
戦
直
前
の
一
九
四
五
年
八
月
一
日
に
設
置
さ
れ
た
北
方
結
核
研
究
所
の
研
究

の
側
面
を
継
承
す
る
形
で
、
五
〇
年
四
月
一
日
に
結
核
研
究
所
が
附
置
研
究
所
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
当
初
は
細
菌
部
門
・
予
防
部
門

の
二
部
門
で
発
足
し
、
五
一
年
に
化
学
部
門
・
病
理
部
門
の
二
部
門
を
加
え
た
。
初
代
所
長
に
は
五
〇
年
四
月
一
日
付
で
安
田
守
雄
が

就
任
し
た
。

学
内
措
置
に
よ
り
一
九
五
三
年
六
月
二
十
四
日
付
で
発
足
し
た
「
ス
ラ
ブ
研
究
室
」
が
五
五
年
七
月
一
日
付
で
法
学
部
附
属
ス
ラ
ブ

研
究
施
設
と
し
て
官
制
化
さ
れ
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
か
ら
の
五
〇
〇
万
円
の
図
書
寄
贈
を
う
け
て
、「
学
内
外
の
協
力
の
も
と

に
、
ス
ラ
ブ
文
化
一
般
に
関
す
る
研
究
を
行
う
」
と
の
規
程
の
も
と
に
、
歴
史
・
政
治
・
経
済
・
国
際
関
係
・
文
学
の
五
部
門
で
発
足

し
た
。
そ
の
後
同
年
十
月
十
二
日
に
「
法
学
部
附
置
ス
ラ
ブ
研
究
所
」、
五
八
年
十
二
月
十
七
日
に
は
法
律
部
門
を
加
え
て
「
法
学
部

附
属
ス
ラ
ブ
研
究
室
」、
六
二
年
四
月
一
日
に
は
「
法
学
部
附
属
ス
ラ
ブ
研
究
施
設
」
と
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
専
任
の
研
究
員
と
学

外
兼
任
研
究
員
と
で
構
成
さ
れ
、
官
制
上
は
法
学
部
所
属
で
は
あ
っ
た
が
、
研
究
所
員
会
議
は
教
授
会
に
準
ず
る
権
限
を
認
め
ら
れ
た
。

「
拡
張
期
」
に
お
い
て
も
学
内
の
各
研
究
施
設
の
拡
充
が
は
か
ら
れ
た
。
低
温
科
学
研
究
所
で
は
一
九
六
三
年
四
月
に
雪
害
科
学
部
、

六
四
年
四
月
に
凍
上
部
門
、
六
六
年
四
月
に
植
物
凍
害
科
学
部
門
、
六
五
年
四
月
に
附
属
流
氷
研
究
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ
増
設
さ
れ
た
。

応
用
電
気
研
究
所
で
は
、
一
九
六
一
年
四
月
に
メ
デ
ィ
カ
ル
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門
、
六
二
年
四
月
に
電
子
機
器
分
析
部
門
、
六
三

年
四
月
に
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
ラ
ン
ス
デ
ュ
ー
サ
部
門
、
六
四
年
四
月
に
メ
デ
ィ
カ
ル
テ
レ
メ
ー
タ
ー
部
門
、
六
七
年
六
月
に
強
誘
電
体
部

門
の
拡
充
を
み
た
。
ま
た
他
の
既
存
部
門
で
の
名
称
改
正
も
実
施
さ
れ
、
生
体
物
理
部
門
・
電
子
回
路
部
門
・
電
波
応
用
部
門
・
物
理

部
門
・
生
理
部
門
・
応
用
数
学
部
門
と
改
称
さ
れ
た
。
触
媒
研
究
所
で
は
一
九
六
一
年
四
月
に
生
体
触
媒
部
門
、
六
四
年
四
月
に
酸
塩

基
部
門
が
設
置
さ
れ
た
。
結
核
研
究
所
で
は
一
九
六
九
年
五
月
に
生
化
学
部
門
が
増
設
さ
れ
た
。
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第
二
節

新
制
北
海
道
大
学
の
管
理
運
営
体
制

一

管
理
運
営
体
制
の
整
備

新
制
大
学
発
足
に
あ
た
っ
て
占
領
軍
・
文
部
省
は
新
し
い
大
学
管
理
方
式
の
法
制
的
整
備
の
た
め
に
大
学
法
案
の
制
定
を
目
指
し
た

が
、
北
海
道
大
学
を
含
め
大
学
自
治
の
伝
統
を
重
ん
じ
る
各
大
学
の
反
対
で
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
一
九
四
九
年
三
月
の
評
議
会

で
、
新
制
北
海
道
大
学
の
大
学
管
理
機
関
と
し
て
北
海
道
大
学
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
学
長
を
議
長
、「
評

議
員
及
び
政
令
に
定
む
る
部
局
長
」
を
構
成
員
と
す
る
組
織
で
あ
っ
て
、
同
協
議
会
に
よ
り
四
九
年
三
月
十
五
日
に
部
局
長
選
考
基
準

が
、
四
九
年
十
一
月
八
日
に
は
従
来
の
基
準
を
改
正
し
て
北
海
道
大
学
長
選
考
基
準
が
制
定
さ
れ
た
。
被
選
挙
資
格
者
を
学
外
ま
で
拡

大
し
、
選
挙
有
資
格
者
を
講
師
以
上
の
教
官
と
し
た
同
基
準
に
基
づ
き
四
九
年
十
一
月
二
十
五
〜
二
十
六
日
に
学
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
、

伊
藤
誠
哉
が
再
選
さ
れ
た
。

戦
前
来
、
構
成
員
が
総
長
と
学
部
代
表
に
限
定
さ
れ
て
き
た
評
議
会
で
は
、
新
制
へ
の
移
行
に
対
応
で
き
ず
、
そ
れ
に
か
わ
る
別
の

全
学
的
な
組
織
が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
先
述
の
大
学
法
案
の
挫
折
に
よ
り
、
一
九
五
三
年
四
月

二
十
二
日
の
文
部
省
令
第
一
一
号
で
国
立
大
学
の
運
営
組
織
と
し
て
の
評
議
会
に
つ
い
て
の
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。
同
省
令
で
は
評
議

員
構
成
員
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。こ
れ
を
う
け
て
北
海
道
大
学
の
評
議
会
は
五
三
年
六
月
二
十
四
日
に「
北
海
道
大
学
評
議
会
規
程
」

を
制
定
し
、
評
議
員
構
成
員
を
学
長
・
各
学
部
長
・
各
学
部
の
教
授
会
か
ら
二
名
の
選
出
教
授
・
附
置
研
究
所
長
・
一
般
教
養
部
長
と

し
た
。
ま
た
五
三
年
五
月
の
評
議
会
決
定
に
よ
り
、
学
生
部
長
も
恒
常
的
に
出
席
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
五
三
年
の
新
制
大
学
院
発
足
に
あ
わ
せ
て
、
大
学
院
運
営
組
織
と
し
て
の
各
研
究
科
委
員
会
、
全
学
的
組
織
と
し
て
の
大
学
院

委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
、
大
学
院
の
運
営
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。

通史 第一編 札幌農学校から北海道大学へ 114



二

高
瀬
文
相
事
件
・
イ
ー
ル
ズ
事
件

一
九
四
九
年
七
月
五
日
、
文
部
大
臣
高
瀬
荘
太
郎
の
北
海
道
大
学
来
学
に
際
し
て
、
研
究
教
育
条
件
の
劣
悪
さ
や
教
職
員
の
生
活
難

を
直
接
訴
え
よ
う
と
す
る
「
北
大
を
守
る
会
」
が
教
職
員
・
学
生
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
文
相
に
も
「
守
る
会
」
へ
の
参
加
を
要
請

し
た
が
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
で
、
学
生
達
が
そ
の
帰
途
の
阻
止
に
出
た
た
め
に
混
乱
が
生
じ
た
。

一
九
五
〇
年
五
月
十
五
〜
十
六
日
に
は
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
民
間
情
報
局
教
育
顧
問
の
イ
ー
ル
ズ
ら
が
来
学
し
た
。
十
六
日
の
懇

談
会
で
聴
講
の
み
の
参
加
が
許
さ
れ
て
い
た
学
生
側
か
ら
質
問
や
自
由
討
論
を
求
め
る
要
求
が
出
さ
れ
、
こ
れ
が
拒
否
さ
れ
る
と
学
生

は
演
壇
を
占
拠
し
、
混
乱
の
う
ち
に
会
は
中
止
さ
れ
た
。
翌
十
七
日
に
全
学
実
行
委
員
の
学
生
十
数
名
が
民
間
情
報
局
へ
連
行
さ
れ
た
。

同
年
六
月
二
十
三
日
に
は
学
内
で
も
実
態
調
査
に
基
づ
い
て
評
議
会
に
よ
っ
て
関
係
学
生
に
、
退
学
四
人
・
無
期
停
学
四
人
・
停
学
一

年
間
一
人
・
譴
責
一
人
の
処
分
が
く
だ
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
学
生
生
徒
団
体
に
関
す
る
諸
内
規
も
定
め
ら
れ
た
。

三

戦
後
の
北
海
道
大
学
長

イ
ー
ル
ズ
事
件
に
関
す
る
一
連
の
措
置
を
と
っ
た
後
の
一
九
五
〇
年
八
月
二
十
三
日
、
同
事
件
へ
の
責
任
を
と
っ
て
伊
藤
学
長
が
辞

職
し
た
。
九
月
二
十
九
〜
三
十
日
に
行
わ
れ
た
学
長
選
挙
で
は
農
学
部
長
島
善
鄰
が
当
選
し
、
同
年
十
月
二
十
五
日
に
学
長
に
就
任
し

た
。
島
学
長
は
一
三
年
に
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
を
卒
業
後
、
青
森
県
農
事
試
験
場
に
お
い
て
同
県
産
リ
ン
ゴ
の
改
良
普
及
に
多
大

な
功
績
を
あ
げ
た
。
二
七
年
に
北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
に
園
芸
学
講
座
担
当
と
し
て
着
任
し
、
四
五
年
か
ら
農
学
部
長
を
務
め
て
い

た
。一

九
五
四
年
十
月
一
〜
二
日
に
行
わ
れ
た
学
長
選
挙
で
杉
野
目
晴
貞
が
選
出
さ
れ
、
十
月
二
十
五
日
に
就
任
し
た
。
杉
野
目
学
長
は
、

一
九
年
東
北
帝
国
大
学
理
科
大
学
を
卒
業
後
、
同
大
学
大
学
院
を
経
て
同
大
学
講
師
、
同
大
学
助
教
授
を
経
て
、
三
〇
年
の
北
海
道
帝

国
大
学
理
学
部
創
設
に
伴
い
教
授
と
し
て
着
任
し
、
五
〇
年
か
ら
理
学
部
長
を
務
め
て
い
た
。
有
機
化
学
を
専
門
と
し
、
五
一
年
に
は
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「
ト
リ
カ
ブ
ト
種
ア
ル
カ
ノ
イ
ド
の
研
究
」
で
日
本
化
学
会
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
連
続
三
期
一
二
年
間
に
わ
た
り
学
長
の

職
に
あ
っ
た
。
理
学
部
長
時
代
か
ら
通
し
て
北
海
道
大
学
の
戦
後
の
難
局
に
あ
た
り
、「
北
大
中
興
の
祖
」
と
も
評
価
さ
れ
る
。

一
九
六
六
年
九
月
二
十
四
〜
二
十
七
日
に
実
施
さ
れ
た
学
長
候
補
者
選
挙
で
古
市
二
郎
が
選
出
さ
れ
、
十
月
二
十
五
日
に
学
長
に
就

任
し
た
。
古
市
学
長
は
三
四
年
に
北
海
道
帝
国
大
学
理
学
部
物
理
学
科
を
卒
業
し
た
後
、
同
年
に
同
学
部
助
手
に
就
任
し
、
以
後
助
教

授
を
経
て
教
授
に
昇
任
し
、
物
理
学
科
物
理
学
第
一
講
座
を
担
当
し
た
（
六
三
年
か
ら
は
高
分
子
学
科
高
分
子
固
体
物
理
学
講
座
を
担

当
）
応
用
高
分
子
学
の
専
門
家
で
あ
っ
た
。
六
二
年
に
は
教
養
部
長
と
な
り
、
六
四
年
に
は
理
学
部
長
も
併
任
し
て
い
た
。
し
か
し
就

任
か
ら
わ
ず
か
四
カ
月
で
病
状
が
悪
化
し
、
六
七
年
二
月
二
十
二
日
に
病
没
し
た
。
こ
の
た
め
、
学
長
事
務
取
扱
に
工
学
部
長
阿
部
與

が
同
日
付
で
任
命
さ
れ
た
。

古
市
前
学
長
逝
去
に
伴
い
学
長
候
補
者
選
挙
が
一
九
六
七
年
四
月
十
八
〜
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
名
誉
教
授
堀
内
壽
郎

が
選
出
さ
れ
、
同
年
五
月
一
日
に
学
長
に
就
任
し
た
。
堀
内
学
長
は
二
四
年
に
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
を
卒
業
後
、
二
六
年
に
同
学
部

助
手
に
就
任
、
二
九
年
に
は
姫
路
高
等
学
校
教
授
と
な
り
、
海
外
留
学
後
三
五
年
に
北
海
道
帝
国
大
学
に
着
任
し
た
。
四
一
年
に
は「
化

学
反
応
速
度
の
理
論
及
び
実
験
的
研
究
」
で
恩
賜
賞
を
受
賞
し
、
四
八
年
か
ら
六
五
年
ま
で
は
触
媒
研
究
所
長
を
併
任
し
た
の
ち
、
六

五
年
に
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。

四

事
務
局
・
学
生
部
・
学
生
委
員
会

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
に
則
っ
て
北
海
道
大
学
の
事
務
局
の
再
編
成
が
進
め
ら
れ
、
若
干
の
紆
余
曲
折
を
へ
て
、
一
九
五
〇
年

七
月
二
十
二
日
に
学
生
部
（
学
生
課
二
掛
・
厚
生
課
二
掛
）、
同
年
十
一
月
二
十
二
日
に
事
務
局
（
庶
務
課
四
掛
・
会
計
課
七
掛
・
施

設
課
五
掛
）
の
組
織
が
確
定
し
た
。

一
九
五
一
年
三
〜
四
月
に
か
け
て
、
一
般
教
養
部
長
が
学
生
部
長
を
兼
務
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
学
生
部
委
員
会
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が
設
置
さ
れ
た
。
委
員
は
、
学
生
部
長
、
一
般
教
養
部
を
含
む
各
学
部
長
・
部
長
の
推
薦
し
た
各
一
名
、
事
務
局
長
、
学
生
部
各
課
長

か
ら
構
成
さ
れ
、
学
生
生
活
一
般
に
関
す
る
事
項
の
審
議
に
あ
た
っ
た
。
学
生
部
長
は
助
教
授
以
上
か
ら
選
出
さ
れ
、
五
四
年
に
は
教

授
に
限
定
さ
れ
た
。

一
九
五
九
年
四
月
一
日
、
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
を
受
け
て
、
事
務
局
の
二
部
一
課
制
（
庶
務
部
・
経
理
部
・
施

設
課
）
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
六
〇
年
に
は
一
九
二
二
年
以
来
の
北
海
道
大
学
処
務
規
程
が
廃
止
さ
れ
、
北
海
道
大
学
事
務
組
織

規
程
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
六
九
年
に
は
庶
務
部
三
課
一
〇
掛
・
経
理
部
三
課
一
二
掛
・
施
設
部
三
課
一
〇
掛
へ
と
拡
大
さ
れ
た
。

ま
た
六
一
年
に
は
学
生
部
に
次
長
が
置
か
れ
、
学
生
部
長
の
補
佐
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

五

農
場
・
演
習
林
の
解
放

農
地
解
放
で
も
未
解
放
の
ま
ま
残
存
し
た
、
簾
舞
・
角
田
・
富
良
野
・
山
部
・
雨
龍
・
中
川
・
天
塩
の
各
農
場
・
演
習
林
の
小
作
地

で
解
放
を
求
め
る
運
動
が
一
九
五
〇
年
代
〜
六
〇
年
代
半
ば
に
高
揚
し
た
。
従
来
通
り
の
ま
ま
で
は
農
林
業
を
と
り
ま
く
諸
変
化
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
六
三
年
十
月
三
十
日
に
評
議
会
は
全
面
的
解
放
を
決
定
し
、
六
四
年
十
二
月
十

五
日
に
農
林
省
へ
の
管
理
換
え
を
行
い
、
最
長
七
十
年
間
に
わ
た
る
小
作
地
が
解
放
さ
れ
た
。

第
三
節

教
育
・
研
究
体
制
と
学
内
の
諸
状
況

一

入
学
試
験
と
教
養
課
程

新
制
移
行
後
の
北
海
道
大
学
入
学
試
験
は
一
九
五
一
〜
六
五
年
度
の
間
札
幌
・
函
館
・
東
京
の
三
会
場
で
実
施
さ
れ
た
。
学
生
募
集

の
方
式
は
学
部
の
新
設
に
応
じ
て
そ
の
都
度
変
更
さ
れ
た
。
四
九
年
度
に
は
文
科
・
理
科
・
水
産
科
と
し
て
学
生
募
集
が
行
わ
れ
、
水
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産
学
部
進
学
者
は
函
館
で
教
養
課
程
を
受
け
た
。
五
〇
年
度
に
は
文
類
・
理
類
・
水
産
学
部
と
な
り
、
五
二
〜
五
四
年
度
に
か
け
て
水

産
学
部
の
各
学
科
が
順
次
理
類
に
含
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
従
い
五
二
年
度
に
水
産
学
部
進
学
者
の
教
養
課
程
も
札
幌
で
の
履
修
と
な
り
、

五
四
年
度
に
は
文
類
・
理
類
の
二
類
制
に
な
っ
た
。
翌
年
度
に
は
文
類
・
理
類
・
水
産
類
の
三
類
制
へ
と
変
わ
り
、
さ
ら
に
理
類
は
医

学
部
あ
る
い
は
札
幌
医
科
大
学
に
進
む
理
類
乙
と
、
他
の
理
系
学
部
に
進
む
理
類
甲
と
に
区
分
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
五
七
年
度
に
理
類

乙
が
医
学
進
学
課
程
と
な
り
、
文
類
・
理
類
・
水
産
類
と
あ
わ
せ
た
三
類
一
課
程
と
な
っ
た
。
六
七
年
度
に
は
こ
れ
に
歯
学
進
学
課
程

が
加
わ
り
、
三
類
二
課
程
と
な
っ
た
。

一
九
五
二
年
六
月
十
三
日
に
「
北
海
道
大
学
一
般
教
養
部
規
程
」
が
制
定
さ
れ
、
四
九
年
六
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
規
程
の
別
表
で
は
、
一
般
教
養
部
の
運
営
の
大
綱
を
定
め
た
「
新
制
大
学
の
あ
り
方
」
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
教
育
課
程
が

初
め
て
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
規
程
は
七
三
年
ま
で
部
分
的
修
正
を
加
え
な
が
ら
大
綱
と
し
て
継
続
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
六
月
発
行
の

『
本
学
一
般
教
育
の
実
施
要
領
―
一
般
教
養
部
の
機
構
と
運
営
―
』で
は
、
二
年
間
と
さ
れ
た
教
養
課
程
の
期
間
を
一
年
半
に「
短
縮
」

す
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
。
こ
れ
は
専
門
課
程
に
充
当
す
る
期
間
が
不
足
す
る
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
。
こ
の
結

果
教
養
課
程
の
時
間
割
は
、
予
科
の
慣
行
を
踏
襲
し
た
六
〇
分
八
講
時
制
か
ら
九
〇
分
五
講
時
制
へ
と
変
更
さ
れ
た
。

以
上
の
修
正
を
へ
て
「
北
大
方
式
」
の
教
養
課
程
で
は
、
ヨ
コ
ワ
リ
方
式
ゆ
え
の
「
学
部
移
行
」「
進
学
」
と
い
う
状
況
が
発
生
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
詳
述
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
教
養
課
程
「
短
縮
」
の
結
果
、
医
学
部
以
外
で
は
二
年
目
前
期
を
修
了
し
た

時
点
で
専
門
課
程
へ
「
移
行
」
し
た
。
こ
の
際
、
学
生
の
移
行
先
は
移
行
時
点
ま
で
の
学
業
成
績
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
た
。
二
年
目

後
期
は
学
籍
を
教
養
課
程
に
お
い
た
「
学
部
移
行
生
」
と
し
て
、
週
二
日
は
教
養
課
程
で
外
国
語
・
体
育
実
技
を
、
残
り
の
日
は
専
門

課
程
を
履
修
し
た
。
そ
し
て
二
年
目
修
了
時
点
で
所
定
の
科
目
・
単
位
を
修
得
し
た
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
学
科
に
「
進
学
」
し
学

籍
も
学
部
へ
と
移
っ
た
。
こ
の
「
学
部
移
行
」「
進
学
」
の
方
式
が
定
着
す
る
ま
で
に
は
教
養
課
程
発
足
か
ら
五
年
を
要
し
た
。
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二

教
養
課
程
見
直
し
の
動
き

一
九
六
〇
年
代
初
め
に
は
全
国
的
に
教
養
課
程
の
直
面
す
る
問
題
を
う
け
て
、
教
養
課
程
再
検
討
の
動
き
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
問
題

と
は
、
教
養
課
程
の
組
織
が
新
制
大
学
発
足
以
来
各
大
学
で
一
様
で
な
い
こ
と
や
制
度
上
の
未
確
立
に
起
因
す
る
教
養
課
程
の
ス
タ
ッ

フ
不
足
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
劣
悪
な
教
育
環
境
で
あ
っ
た
。
六
三
年
一
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
、
教
養
課
程
担
当
教
官
を
教
養

部
専
任
と
す
る
こ
と
を
主
軸
と
し
た
教
養
課
程
改
善
が
提
言
さ
れ
、
つ
い
で
同
年
三
月
の
国
立
学
校
設
置
法
改
正
に
よ
り
、
全
国
の
国

立
大
学
教
養
部
の
多
く
が
官
制
化
さ
れ
た
。

北
海
道
大
学
で
は
以
上
の
問
題
に
、
教
養
部
校
舎
が
な
い
こ
と
も
加
わ
っ
た
た
め
一
層
深
刻
な
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
早
く
も
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
教
養
部
再
検
討
の
動
き
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
間
の
改
革
論
議
は
教
養
部
教
官
会
議
の

反
対
を
う
け
て
頓
挫
し
て
い
た
。
前
述
の
全
国
的
な
教
養
課
程
見
直
し
の
動
き
の
影
響
を
う
け
て
、
六
二
年
に
教
養
部
教
官
会
議
に
よ

り
教
養
制
度
委
員
会
が
成
立
し
た
。
同
委
員
会
に
よ
る
教
養
課
程
の
再
検
討
の
結
果
、
検
討
に
付
さ
れ
た
三
案
中
、「
学
部
ア
ウ
タ
ル

キ
ー
方
式
」（
入
試
か
ら
教
養
・
専
門
課
程
を
学
部
単
位
で
行
う
）
と
「
教
養
部
の
独
立＝

官
制
化
」
は
棄
却
さ
れ
、
従
来
の
「
北
大

方
式
」
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
北
海
道
大
学
教
養
部
の
問
題
は
「
北
大
方
式
」
の
制
度
上
の
欠
陥
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

運
用
上
の
問
題
に
原
因
が
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
五
年
九
月
の
評
議
会
に
よ
り
「
教
養
部
審
議
会
」
設
置
が
提
案
さ
れ
、
十
月
二
十
日
に
「
北
海
道
大
学
教
養
部
審
議
会
規
程
」

が
制
定
さ
れ
た
。
後
述
す
る
教
養
部
へ
の
機
動
隊
導
入
事
件
を
う
け
て
、
全
学
的
な
視
野
か
ら
教
養
部
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

三

研
究
活
動

敗
戦
直
後
は
研
究
体
制
の
再
建
に
力
が
注
が
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
一
九
四
六
年
か
ら
五
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
理
学
部
を
先
駆
け
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に
、
学
内
紀
要
の
復
刊
・
発
刊
が
相
次
い
だ
。
な
お
、『
北
大
時
報
』『
北
大
季
刊
』
の
創
刊
と
『
北
海
道
大
学
一
覧
』
の
復
活
も
こ
の

時
期
で
あ
る
。
ま
た
教
官
の
海
外
派
遣
制
度
も
発
足
し
、
北
海
道
大
学
で
は
四
九
年
七
月
に
理
学
部
教
授
中
谷
宇
吉
郎
が
ア
メ
リ
カ
・

カ
ナ
ダ
に
出
張
し
た
の
が
戦
後
最
初
の
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
研
究
活
動
の
回
復
の
た
め
の
条
件
整
備
が
徐
々
に
進
め
ら
れ
た

結
果
、
五
〇
年
以
降
に
は
研
究
活
動
も
回
復
し
て
き
た
。

北
海
道
を
対
象
と
し
て
学
内
部
局
と
学
外
研
究
機
関
と
が
協
力
し
た
調
査
研
究
も
多
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
う
し
た
な

か
一
九
五
七
年
四
月
に
中
谷
が
、
戦
後
の
北
海
道
開
発
政
策
を
批
判
し
て
『
文
藝
春
秋
』
に
発
表
し
た
論
稿
「
北
海
道
開
発
に
消
え
た

八
百
億
円
」
は
大
き
な
社
会
的
反
響
を
呼
ん
だ
。
札
幌
農
学
校
以
来
、
北
海
道
開
拓
・
開
発
へ
の
貢
献
を
そ
の
一
つ
の
使
命
と
し
て
き

た
北
海
道
大
学
は
開
発
政
策
推
進
側
に
も
多
く
の
人
材
を
供
給
し
て
お
り
、
批
判
・
推
進
の
両
者
間
で
「
北
海
道
開
発
論
争
」
と
呼
ば

れ
る
議
論
の
応
酬
が
行
わ
れ
た
。
論
争
自
体
は
結
論
を
み
な
い
ま
ま
終
わ
っ
た
が
、
依
然
北
海
道
大
学
に
は
札
幌
農
学
校
以
来
の
使
命

が
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
世
に
周
知
さ
せ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

法
文
学
部
の
設
置
や
新
制
移
行
で
そ
の
役
割
が
一
層
重
要
に
な
っ
た
図
書
館
の
拡
充
の
た
め
に
、
一
九
五
一
年
五
月
十
一
日
に
図
書

館
拡
充
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
五
六
年
頃
か
ら
図
書
館
新
築
計
画
が
具
体
化
し
は
じ
め
、
五
九
年
三
月
と
六
〇
年
三
月
に
第
一
期
工

事
分
が
、
六
四
年
三
月
と
六
五
年
三
月
に
第
二
期
工
事
分
と
が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
、
旧
図
書
館
か
ら
の
図
書
移
転
終
了
後
の
六
五
年
六

月
十
七
日
に
図
書
館
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。
同
時
に
図
書
館
の
全
学
的
な
運
営
体
制
の
強
化
が
は
か
ら
れ
、
六
三
年
五
月
に
図
書
館
拡

充
委
員
会
は
図
書
館
委
員
会
に
改
組
拡
充
さ
れ
た
。
ま
た
図
書
館
長
も
六
五
年
十
月
か
ら
評
議
員
と
な
っ
た
。
六
〇
年
代
前
半
の
教
養

部
施
設
の
北
一
七
条
へ
の
移
転
新
築
時
に
は
こ
れ
に
隣
接
す
る
附
属
図
書
館
教
養
分
館
が
六
八
年
三
月
に
新
た
に
建
設
さ
れ
た
。

四

教
官
・
学
生
・
大
学
院
生
・
職
員

新
制
北
海
道
大
学
へ
の
移
行
当
初
は
教
官
定
員
の
新
規
配
当
が
な
く
、
新
制
移
行
で
定
員
が
増
加
し
て
い
る
学
生
数
と
の
不
均
衡
を
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引
き
起
こ
し
て
い
た
。
こ
の
傾
向
は
「
拡
張
期
」
に
も
引
き
継
が
れ
、
学
部
学
生
定
員
が
一
・
八
五
倍
に
増
加
し
た
の
に
対
し
、
教
官

は
一
・
五
倍
の
増
加
に
と
ど
ま
り
、
教
官
一
人
当
た
り
の
学
生
数
が
一
層
増
加
し
た
。
特
に
従
来
か
ら
多
か
っ
た
教
養
部
教
官
の
一
人

当
た
り
の
学
生
数
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
先
述
の
教
養
部
見
直
し
の
動
き
を
引
き
起
こ
す
要
因
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
制
教
養
課
程
の

発
足
に
よ
る
学
生
数
の
急
増
は
学
寮
不
足
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
た
め
従
来
か
ら
の
恵
迪
寮
に
加
え
、
一
九
四
九
〜
五
五
年
に
か
け
て
、

北
学
寮
・
月
寒
学
寮
・
桑
園
学
寮
・
江
別
楡
影
寮
・
進
修
学
寮
・
女
子
寮
・
楡
影
寮
・
北
晨
学
寮
・
啓
徳
学
寮
が
次
々
に
増
設
さ
れ
た
。

他
に
多
数
の
私
設
寮
も
存
在
し
た
。

大
学
院
は
各
研
究
科
で
定
員
や
充
足
率
が
異
な
る
た
め
全
般
的
な
傾
向
を
つ
か
み
難
い
が
、「
拡
張
期
」
に
は
理
系
研
究
科
の
定
員

増
に
よ
り
、
修
士
課
程
・
博
士
課
程
全
体
を
あ
わ
せ
て
二
・
一
倍
と
い
う
、
学
部
以
上
の
定
員
の
増
加
率
を
み
せ
た
。

事
務
官
・
技
官
は
「
移
行
期
」
を
通
じ
て
ほ
ぼ
一
四
〇
〇
〜
一
五
〇
〇
人
で
推
移
し
、「
拡
張
期
」
に
は
約
一
・
九
倍
の
増
加
を
み
た
。

五

学
生
の
文
芸
活
動

新
制
北
海
道
大
学
で
は
学
生
の
課
外
活
動
の
場
も
広
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
な
か
で
札
幌
農
学
校
以
来
の
伝
統
を
誇
る
学
生
の

文
芸
活
動
も
復
活
し
た
。
先
述
の
『
北
大
季
刊
』
は
大
学
か
ら
資
金
提
供
を
う
け
て
、
一
九
五
一
年
十
月
に
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

六
九
年
三
月
に
終
刊
を
迎
え
る
ま
で
教
官
・
学
生
の
学
内
寄
稿
の
場
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
間
六
一
年
に
は
、
四
一

年
の
廃
部
以
来
存
在
し
な
か
っ
た
文
芸
部
が
創
設
さ
れ
、
機
関
誌
『
序
説
』
を
創
刊
し
た
。
し
か
し
翌
年
第
二
号
を
出
し
て
活
動
を
終

え
た
。

六

学
生
運
動

イ
ー
ル
ズ
事
件
後
の
一
九
五
一
〜
五
二
年
に
か
け
て
活
発
な
学
生
運
動
が
北
海
道
大
学
で
も
見
ら
れ
た
。
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
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五
一
年
十
月
十
三
日
の
軍
事
ア
ル
バ
イ
ト
事
件
、
五
二
年
の
破
防
法
反
対
運
動
・
住
民
登
録
票
拒
否
運
動
、
同
年
三
月
十
八
日
の
北
大

事
件
な
ど
が
あ
っ
た
。
ま
た
同
年
一
月
二
十
一
日
に
発
生
し
た
白
鳥
事
件
の
容
疑
者
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
、
農
学
部
講
師
太
田
嘉
四
夫

ら
北
海
道
大
学
関
係
者
三
人
の
保
釈
と
処
分
撤
回
を
要
求
す
る
ハ
ン
ス
ト
も
行
わ
れ
た
。
大
学
当
局
の
運
動
も
あ
り
三
人
は
保
釈
さ
れ
、

五
五
年
に
は
太
田
も
復
職
し
た
。

こ
の
後
、
学
生
運
動
は
一
時
停
滞
す
る
も
の
の
、
一
九
五
〇
年
代
末
に
は
再
度
高
揚
し
、
五
七
年
の
水
爆
実
験
反
対
運
動
、
五
八
年

の
勤
務
評
定
反
対
運
動
・
警
察
官
職
務
執
行
法
反
対
運
動
、
五
九
年
の
安
保
反
対
運
動
な
ど
が
次
々
に
行
わ
れ
た
。
特
に
安
保
反
対
運

動
で
は
学
内
部
局
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
多
発
し
た
。
し
か
し
六
〇
年
代
に
入
る
と
低
調
に
な
り
、
六
二
年
の
大
学
管
理
法
案
反
対
運
動
、

六
二
〜
六
三
年
の
工
学
研
究
科
修
士
課
程
へ
の
自
衛
官
入
学
反
対
運
動
、
六
五
年
の
教
養
部
へ
の
機
動
隊
導
入
事
件
な
ど
が
起
こ
っ
た

だ
け
で
あ
っ
た
。

一
九
五
六
〜
五
八
年
に
か
け
て
は
文
学
部
で
藤
井
宏
教
授
の
行
動
を
批
判
す
る
学
生
運
動
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
が
鎮
静
化
し
た
六
一

〜
六
四
年
に
は
同
教
授
の
教
授
会
で
の
言
動
を
め
ぐ
る
問
題
が
発
生
し
、
文
学
部
教
授
会
が
同
教
授
に
対
し
て
辞
職
勧
告
を
出
す
事
態

と
な
っ
た
。
そ
の
後
評
議
会
・
文
部
省
の
決
定
を
経
て
同
教
授
は
分
限
免
職
と
な
っ
た
。

七

学
内
行
事

一
九
五
一
年
四
月
十
六
日
は
、
ク
ラ
ー
ク
離
札
か
ら
満
七
五
年
に
あ
た
る
日
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
「
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
ー
・

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
」
の
語
を
残
し
た
と
さ
れ
る
島
松
の
地
に
記
念
碑
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
運
動
が
提
唱
さ
れ
た
。
広
く
社
会
に
寄
付
を

募
る
こ
と
で
、「
ク
ラ
ー
ク
奨
学
碑
」の
建
設
が
実
現
し
、
当
日
除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
運
動
を
提
唱
し
中
心
と
な
っ

て
い
た
宮
部
金
吾
は
、
ち
ょ
う
ど
一
月
前
の
三
月
十
六
日
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
財
団
法
人
ク
ラ
ー
ク
宮
部
奨

学
会
創
設
に
用
い
ら
れ
、
碑
の
建
設
維
持
の
ほ
か
、
好
学
の
青
年
へ
の
奨
学
金
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
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一
九
五
四
年
八
月
二
十
一
、
二
十
二
日
に
昭
和
天
皇
が
北
海
道
大
学
に
来
学
し
た
。
こ
の
年
に
北
海
道
で
開
か
れ
る
第
九
回
国
民
体

育
大
会
へ
の
出
席
の
た
め
、
皇
后
を
伴
っ
て
北
海
道
各
地
を
巡
幸
の
途
次
に
立
ち
寄
っ
た
も
の
で
、
三
六
年
の
行
幸
以
来
一
八
年
ぶ
り

の
来
学
で
あ
っ
た
。
両
名
は
二
十
一
日
に
は
余
市
町
に
あ
る
農
学
部
附
属
余
市
果
樹
園
と
北
海
道
立
水
産
試
験
場
を
訪
れ
、
い
ず
れ
に

お
い
て
も
北
海
道
大
学
教
官
か
ら
の
説
明
を
う
け
た
。
翌
二
十
二
日
、
国
民
体
育
大
会
開
会
式
出
席
後
、
昭
和
天
皇
が
北
海
道
大
学
を

視
察
に
訪
れ
た
。
島
学
長
先
導
の
も
と
、
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
・
各
部
局
長
の
歓
迎
を
う
け
た
昭
和
天
皇
は
、
学
内
所
蔵
の
種
々
の

北
方
文
化
資
料
に
つ
い
て
本
学
教
官
か
ら
説
明
を
う
け
た
。

一
九
五
六
年
九
月
十
五
日
、
創
基
八
〇
周
年
記
念
式
典
が
催
さ
れ
、
高
岡
熊
雄
、
伊
藤
誠
哉
、
島
善
鄰
の
元
総
長
・
学
長
を
特
別
功

労
者
に
、
伊
藤
吉
之
助
（
法
文
学
部
）、
田
所
哲
太
郎
（
理
学
部
）、
真
島
利
行
（
同
）、
吉
町
太
郎
一
（
工
学
部
）
の
各
氏
を
学
部
創

設
功
労
者
と
し
て
顕
彰
し
た
。
同
時
に
杉
野
目
学
長
に
対
し
て
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
立
大
学
か
ら
名
誉
学
位
が
授
与
さ
れ
、
同
大
学

と
北
海
道
大
学
農
学
部
間
で
の
教
授
交
換
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
ま
た
、
建
設
が
予
定
さ
れ
た
八
〇
周
年
記
念
会
館
の
定
礎
式
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
は
八
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
学
内
外
か
ら
多
大
な
寄
付
を
募
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
五
九
年
に
ク
ラ
ー
ク

会
館
と
し
て
落
成
し
た
。

式
典
に
先
立
つ
五
月
七
日
か
ら
の
五
日
間
に
は
、
農
学
部
附
属
簾
舞
農
場
で
教
職
員
、
学
生
の
参
加
に
よ
る
記
念
植
樹
も
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
農
学
部
教
授
高
倉
新
一
郎
に
よ
っ
て
『
北
海
道
大
学
創
基
八
十
年
史
』
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
一
九
六
五
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

八
〇
周
年
記
念
に
あ
わ
せ
て
開
学
記
念
日
も
一
九
五
五
年
に
改
正
さ
れ
た
。
従
来
の
記
念
日
は
一
九
年
の
「
帝
国
大
学
令
」
及
び
「
帝

国
大
学
及
び
そ
の
学
部
に
関
す
る
勅
令
」
の
発
布
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
新
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
そ
の
根
拠
が

喪
失
し
た
た
め
、
札
幌
農
学
校
が
開
校
式
を
あ
げ
た
八
月
十
四
日
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
た
だ
そ
の
日
は
夏
期
休
暇
の
最
中
に
あ
た
る
た

め
、
記
念
行
事
日
は
初
代
総
長
佐
藤
昌
介
の
没
し
た
六
月
五
日
に
定
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
記
念
行
事
日
は
七
〇
年
度
か
ら
六
月
第

一
木
曜
日
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
五
五
年
十
一
月
二
十
六
日
に
は
北
海
道
大
学
同
窓
会
も
結
成
さ
れ
た
。
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一
九
六
六
年
九
月
十
五
日
に
は
創
基
九
〇
周
年
記
念
式
典
が
開
か
れ
、
北
海
道
大
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
、
城
戸
幡
太
郎
、
菊
井
維

大
、
黒
澤
亮
助
、
山
口
和
雄
、
有
馬
英
二
、
小
熊
捍
、
半
澤
洵
、
今
田
敬
一
、
大
野
精
七
の
九
人
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
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